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演題Ⅰ
異質性の高さを利用した細菌叢データの数理解析
講演者：中岡 慎治 講師 （北海道大学大学院 先端生命科学研究院）

演題Ⅱ
ミツバチのカースト分化及び寿命における

エピジェネティック制御機構の解析
講演者：鎌倉 昌樹 講師（富山県立大学 工学部）



ミツバチのカースト分化及び寿命における

エピジェネティック制御機構の解析

鎌倉 昌樹 講師（富山県立大学工学部）

ミツバチは女王蜂と働き蜂からなる階級社会（カースト）を形成して
おり、幼虫の間に働き蜂が分泌するローヤルゼリー（RJ）を摂取した
個体のみが女王蜂へと分化している。これまでにこの女王蜂への分化
のしくみについてはまったく明らかになっていなかった。そこで、本
研究においてミツバチの女王蜂分化誘導機構を解析した結果、RJ中に
含まれる成分「ロイヤラクチン」が上皮増殖因子受容体シグナルを活
性化し、女王蜂分化を誘導していることを明らかにした。さらに、こ
れまでにミツバチの寿命におけるエピジェネティック制御機構につい
ては明らかになっていないことから、ミツバチの寿命制御機構につい
ても現在解析を進めている。本講演では、これまでの解析結果をもと
にミツバチの女王蜂分化誘導機構及び寿命制御機構について解説する。
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異質性の高さを利用した細菌叢データの数理解析

中岡 慎治 講師（北海道大学大学院先端生命科学研究院）

細菌叢データ (マイクロビオーム) は同一集団内でも異なる組成を示す
ことが多く、異質性が高い。このため、統計解析を実施してもマー
カーとなる細菌を抽出することが困難な場合もある。一方、統計的手
法以外の数理科学的なアプローチを用いることで、細菌叢データから
有益な情報を引き出せる可能性がある。本研究では、異質性の高い細
菌叢のデータから有益な情報を引き出し得る数理解析手法とその応用
について報告する。
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